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答申にあたつて

目黒区廃棄物減量等推進審議会は、平成 26年 7月 16日 に目黒区長から、

目黒区一般廃棄物処理基本計画の改定にあたって、廃プラステックの資源化

やサーマル リサイクルをはじめとする現行計画の評価 と区民意識や地域特

性にあった環境と共生するまちづくりを推進する上で、日黒区の清掃・リサ

イクル事業のあるべき姿について諮問を受けた。

審議会では、今回改定される一般廃棄物処理基本計画期間内に、目黒清掃

工場建替事業も予定されていることから、特別区全体の清掃工場のあり方も

含め、現行計画での取組を検証した。

また、国の循環型社会形成推進基本計画で指摘されている低炭素社会との

共存の観点や 21世紀がエネルギーとの関わ りで人類史上最も重要なター

エングポイントであることを踏まえたうえで、清掃・リサイクル事業のある

べき姿について審議を重ね、区民・事業者・行政の協働のもと、東京都や他

の 22区との協調も図りながら、23区 の一員として「範」となるような誇

りを持って、環境と共生するまちづくりを進めるための提言として取 りまと

めた。

2 計画改定に係る経緯・ 背景

平成 19年 3月 に改定 した現行の目黒区一般廃棄物処理基本計画では、「快

適で誇 りのもてる循環型のまちめぐろ」の実現を目指 してきたところである。

この間、日黒区は 23区で合意した最終処分場の延命化策であるプラステ

ック製品の分別変更に併せて、プラステック製容器包装の資源化を開始 した。

さらに、古紙回収を集団回収に一元化 したり、使用済み小型家電の回収を

開始する等、 3Rの 取組を区内全域に展開して一定の成果を上げてきた。

しかしながら、ここ数年のごみ量や リサイクル率は、横ばいで推移 してい

る。



図1 目黒区のごみ量と資源回収量
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※清掃リサイクル課資料

区民や事業者が協力してごみをつくり出さない工夫や啓発を積極的に行

うことを目的とした「めく
｀
ろ買い物ルール」をつくり、各種イベン ト等で区

民、事業者、行政が協働 して普及啓発活動を展開してきたが、区民や事業者

の認知度も計画目標値を下回っている状況にある。

また、清掃事業に係る経費は平成 25年度で年間 39億 9千万円余、区民一

人当た り年間 1万 4千 円余となつている。区の財政状況を考慮すると、一層

ごみの減量に取組むことで清掃事業の経費削減に努め、区民からの様々な行

政需要に的確に応える必要がある。
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図2 目黒区の清掃ロリサイクル経費
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23区の清掃事業を考えるうえでは、中間処理が東京二十三区清掃一部事

務組合 (以下 「清掃一組」 とい う。)に よる共同処理であることから、目黒

区の意思のみで施策が展開 しにくく、意思決定のプロセスが区民に分か りに

くいとい う面がある。

図 423区の清掃事業における役害」分担と連携
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東京都が平成 23年 6月 に策定 した東京都廃棄物処理計画では、5年間で

最終処分量について一般廃棄物で 25万 トン、産業廃棄物で 100万 トンの削

減目標を掲げ、残余年数は 50年 とされている最終処分場の一日の延命化に

取組んでいく計画となっている。また、主要施策の一つである「3Rの促進」

では、ごみを出さない社会の定着や家庭ごみの有料化の促進を掲げ、ごみの

発生抑制、再利用の促進である 2Rを重点的に取組んでいる。

また、都は平成 27年 3月 に『東京都 「持続可能な資源利用」に向けた取

組方針』を公表し、具体的な取組を開始することとしている。

国の廃棄物政策の動向としては、平成 25年 5月 に閣議決定された第三次

循環型社会形成推進基本計画では、リサイクルよ り優先順位が高い 2R「 リ

デュース (発生抑制)・ リユース (再使用 )」 の取組や有用金属の回収、有

害物質の適正管理からなる 「質にも着 目した循環型社会の形成」の方向性

が新たに示されている。

3 目黒区の地域特性

(1)人□動態

人口は、平成 26年 10月 1日 現在、269,406人 (住民基本台帳 )、 人口密

度は 18,327人/km2でそれぞれ増加傾向にある。世帯数は 150,066世帯で、

世帯別では、世帯総数の約半数を単身世帯が占めてお り、そのうち、約 20%

は 30歳未満の若年単身者である。転入・転出者数は、単年度でそれぞれ人

日の約 1割 を占めてお り、年間で約 1割の人口が入れ替わっていることにな

る。

また、平成26年 10月 1日 現在、目黒区の65歳以上の高齢者人口は53,579人、

高齢化率は19.9%で 、この 10年間で2.0ポイント上昇し、今後、さらに高齢

化が進行するものと予測されている。中でも、後期高齢者 (75歳以上)比率

の増加が著しく、後期高齢者が全高齢者の49.4%を 占めている。ひとりぐら

し高齢者や高齢者のみで構成されている世帯の高齢者の数は37,198人 で、全

高齢者の69.4%であり、この割合は年々増加 している。

(2)面積・ 土地利用等

目黒区の面積は、14.67平方キロメー トルで 23区全体の約 2.3%に あた

り、 23区 の中では比較的小規模で 16番 目の広さである。

区内の都市計画法に基づく用途地域の指定は、81.1%が住居系である。特

に全体の 40.2%が良好な住宅地とされる第 1種低層住居専用地域となって

お り、「住宅地・目黒」のイメージを裏付けている。

区内に多い産業としては、各種小売業、飲食店、理容・美容などの生活関

連サービス業、各種卸売業、医療・福祉サービス業が挙げられる。事業所の



従事者数は 1～4人が全体の 58%を 占め、これに 5～ 9人 を加えると全事業

所数の 79%に 達 してお り、規模別事業所数及び従業者数は、概ね減少傾向

である。

4 計画改定に向けた課題

現行計画では、ごみ減量とリサイクル (再生利用)に 目標数値を掲げてい

るが、平成 22年度以降、ごみ量の削減率や リサイクル率が停滞 し、目標の

達成にはきわめて厳 しい状況にある。

図 1 目黒区のごみ量と資源回収量 (再掲 )

一 ごみ量 ■口 資源回収量 ― リサイクル率 →卜 ごみ削減率
日

ｏｏ

，

ｏｏｏ

９０

，

０００

８０

，

０００

７０

，

０００

６０
，

０００

５０

，

０００

４０

，

０００

３０

，

０００

２０

，

０００

‐０

，

０００

０

%

300
280
260
240
22.0

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
00

H21    H22   H23   H24   H25[::i三∃
※清掃リサイクル課資料

また、ごみ減量とリサイクル (再生利用)を推進するうえでの 5つ の

重点施策について、 3つ の施策が目標を達成できたことは評価すべきで

あり、達成できなかった施策についても、目標と乖離しているわけでは

ない。

今後、新たな計画策定において、引き続き現行の計画目標を目指 して

いく上で、ごみ減量とリサイクル (再生利用)の新たな施策を検討しな

ければならない。
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(3)基礎調査報告書からの課題

① ごみ減量と適正排出

区内か ら排出される古紙のうち、集団回収に出されていない年間 5,000

トンを超える古紙や、燃やすごみに出されている年間 1,500ト ン程度のリ

サイクル可能な繊維製品 (古着・古布)は、資源化されずに焼却処理され

ていることが推定され、資源化に向けた新たな取組が求められる。

未利用食品を含めた生ごみは、燃やすごみの 4割程度を占めてお り、区

内の年間排出量は 13,000ト ン程度に達 している。

日常生活において区民ひとリー人が生ごみの減量意識を持ち、水気を切

る行動に誘導することで大きな減量効果に結びつく可能性がある。

図 6燃やすごみの組成割合
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※「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書(平成27年 3月 )」 (6頁 )よ り



表 1 品目別の家庭収集ごみ量 (抜粋 )

分類名
族 わ す ■ ″ 合 計

書 作/生 ) 割 合 量Q/年 ) 害

`合

畳 (t/年 ) 害1合

新聞・折込広告 021 12'〔

i雑誌・本 0

!段ボール 14牝

黒
1帥
|      !容 器包装紙類 (紙袋 )

0 199

90890 28'。 00'3 27,。

02,n 0 6 02'。

079古 07,。

その他 紙 類 (リ サ イクル可 )

21036 63,t 0

77,D 2508
繊維 (リ サイクル可 ) 1690

:館推 Qユ立I独 盃■)__
i生 ごみ (未 利用食品)

0

1

i生 ごみ 0 12634

!紙 おむつ・衛生用品 _ 57,b 0

i製 品プラステック

iゴ ム・皮革類
iそ の位可は

1441    86'j 19,j

421    25'よ 16':

5 ク01     1,9ホ 1 79n

※「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書(平成27年 3月 )」 (123頁 )よ り

図 7台所で発生した生ごみの水切り
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※「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書(平成27年 3月 )」 (50頁 )より



② 普及啓発

プラスチック製容器包装の分別協力率の低い単身・若年世帯、燃やす

ごみの排出原単位が最も大きい単身高齢世帯、燃やすごみへの資源の混

入割合が高い住商混在住居など、目的や対象者に応じた効果的な普及啓

発を検討していくことが求められている。

※「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書(平成27年 3月 )」 (20頁 )よ り

10

表 2プラステック製容器包装の分別 (抜粋 )

合 討

問 7 プラスチック製容器包装の分抑

翻かく分
,樹

秀智殊
i螢

やすご燃やさな
いごみ

分別を意

識したこ
汁|ま たい

その他 無口答

全 体 217

70
171    52

82 61     9 9 6

b

年

齢

30歳 未満 2」

n3 o
6 6 〔

0(
0,E千く 72

1000 船 脱i15札
1

1 0
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1000 測 試1 9: 5

0

0 n

0歳代 36

379
8

8 1

O lrlK代 99
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o4
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31     6

8131   61
0蔵以上 139

100 0

8 271

19 41

9

65 07
0

0

性

別

男性

女 1化

158
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358
・0

73

162
167

16 6

471      16
2971  101
1241      36

31 61    10 1

12

76
18

50

0 32

08

世

帯

人
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人 156
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13

83 10

4

13
1
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19
2

11

13
6

34
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00 0 51

3人 26
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3
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※「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書(平成27年 3月 )」 (71頁 )よ り

表 3 世帯人数別、住居形態別の燃やすごみの排出原単位
イ立く質/人 日

酷逸i宝宝〒戸 建 住 宅
集 合 住 宅

管 理 人 無
単 身向 け

集 合 住 宅
住 商 混在

全 て の

住 居 形 態

1人世 帯 (30歳未 満 ) 505 177 220 154 246

1人世 帯 (30歳～ 64歳 ) 453 238 241 179 279

1人世 帯 (65歳 以上 ) 515 170 393 332 410

2人世 帯 363 391 370 271 348

3人世 帯 379 320 383 214 353

4人以 上 世 帯 356 472 229 248 333

全ての世 帯 391 333 300 232

※ 各 区 分 ごとの 排 出 原 単 位 は 、区 分 ごとの 平 均 値 で表 示 して い る。



③ 事業系のごみと資源

区内には小規模事業者が多く、ごみや資源量が少ないことから、一般

廃棄物処理業者には委託をせず、区の収集を利用していることが多く、

有料ごみ処理券を貼付していない事業者があることが調査結果から明ら

かになった。

図 8 ごみの処理状況
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無回答
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※「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書(平成27年 3月 )」 (98夏 )より

事業系ごみの自己処理原則 と適正処理事業者 との公平性確保の観点か

ら、事業者責任の履行に向けた適切なごみの排出指導を推進 していかなけ

ればならない。



5 目黒区へ 9つの提言

提 言  1 地 域 特 性 を踏 ま えた 取 組

(1)集積所の現状と課題

区内集積所の総数は、平成 13年度の 8,415箇所から平成 25年度には 1

万 7,872箇所と 2倍以 Lに増加している。このうち 5,128箇所は世帯ご

との戸別集積所であり、1集積所あたりの利用者も同期の比較で 28.9人

(15.4世帯)力 らゝ 14.9人 (8.3世帯)と 小規模分散化が進んでいる。集

積所の小規模分散化が進んだ背景には、高齢者世帯のごみ排出の困難性

や共働き世帯の増加による当番制の トラブル、集積所へのごみの出し

方・分別ルールを守 らない人への不満などが挙げられ、目黒区には同様

の苦晴や相談が数多く寄せ られている現状がある。

ただし、集積所の小規模分散化が進むことによって、収集運搬経費に

大きな影響を与えることを念頭に置かなければならない。

一方、集積所はごみや資源を収集するまでの置き場所 というだけでは

なく、児童や高齢者等、地域を見守るコミュニティ機能を果たしてお り、

地域組織の活性化との関連性は無視できない状況がある。

さらに、自治体による分別基準が異なる中で、目黒区では単年度で人口

の 1割程度の転入者があり、外国人を含めた転入者への排出方法の周知

を徹底することが求められている。

図 9  目黒 区 内 の 集 積 所 数
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(2)今後の取組

○ ごみの出し方や分別のルールを守 らない人が増える事は、集積所の トラ

ブルを増や し、生活環境を損ねる。その上、ルールを守る人の不公平感

が助長され、清掃行政に対する信頼を損ねることに繋がる。よって集積

所でのごみの排出についての啓発指導の強化が期待される。

①外国人を含めた転入者や、若年、単身層等、対象者をしばった普及活動

を積極的に展開し、並行 して排出指導への強化を図る等、きめ細かな行

政施策を展開していくことが重要である。

①高齢化社会の進展や共働き世帯の増加、排出ルールの徹底等、地域事情

を踏まえた要望に応えるため、収集運搬経費に留意 しつつ、区内全域で

の戸別収集体制の検討を進めるべきである。

提 言  2 ごみ 減 量 と リサ イ クル の 取 組

(1)ごみ墨・ リサイクル率の現状と課題

平成 25年度における目黒区のごみ量は 54,933ト ンで前年度と比べ 245

トン (約 0。 4%)増加してお り、特に粗大ごみは前年度に比べ 123ト ン

(5,0%)余増加 している。

一方、区民一人当たりのごみ量は、平成 25年度実績で 1日 当た り 562

gと なり、前年度と比べ約 5g減量となっているものの、ごみ量総体 とし

ては、ほぼ横ばいの状況となっている。

また、リサイクル率についても、ここ数年 27%台後半を推移 している

状況にある。

このような状況か ら、現行計画によるごみをつくり出さない施策や普

及啓発を再検証 し、地域特性を踏まえた新たなごみ減量や資源化に取組

む施策を構築することが必要である。

(2)ごみ減量の可能性

平成 26年度に目黒区が実施したごみに関する調査報告書によると、「燃

やすごみ」に含まれる生ごみ (41.3%)と 紙 ごみ (6.3%)の割合が依然

として高いことが分かる。生ごみは、平均として、区民一人 1日 あたり

約 130gを 排出してお り、水切 りによる減量で年間 1,000ト ン超の減量効

果が期待でき、未利用食品の有効活用も加えると年間 2,000ト ン程度の

減量につながる可能性がある。

また、包装紙などの雑紙の分別を徹底することで、年間 2,000ト ン超

の減量を図れる可能性がある。
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図 6 燃やすごみの組成分析結果 (再掲 )
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※「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書(平成27年 3月 )」 (123頁 )よ り

(3)今後の取組
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2R「 リデュース (発生抑制)・ リユース (再使用)」 を積極的に進め、他

の特別区との連携によって 23区の「範」となるような最終処分場の延命

化に寄与する施策の展開が求められている。

①資源化促進事業は、目黒区だけではなく、自主活動団体や民間事業者、エ

分類名
,秩 も 才 ギ 角 は も よナirヽ す 乃 合 計

量(t/年 ) 割 合 言 (t/年 ) 割 合

資

源

新聞・折込広告 3 02% 1

雑誌・本

:段ボール

i紙 パック 1991    06%

i繁諸餐総曇盤心
十一― ――一 28ウ t 9081     27%

60,     02%

1容器包装紙類(紙袋) 07'な

1子 の 仙 絡 埴

`:〕

サ イウル研 )

|そ の他紙類 (リ サイクル不可 )

1木 ,草類

21036

77財 2508

鞘雛鰐霧拝祐石百百
=五

百
生ヽごみ (未 利用食品) 24財 1 811

牛ごみ |ク 6a4 1ク 6a41    a690。

i紙おむつ・衛生用品

i製 品プラステック

1,866 00%
1 6材 86% 663

Fム 1皮車無
|そ の 他 可 燃

535

12% 1 70/0

14



コライフめく
｀
ろ推進協会等との協働も視野に入れて推進すべきである。

①生ごみの減量化や雑紙の資源回収を推進することは、ごみ減量効果が高

いため、区民・事業者に対して、継続的に普及啓発 していく必要がある。

①食品ロスや未利用食品の減量化には、「めく
｀
ろ買い物ルール」を販売業者

や区民に普及させ、無駄のない買い物行動へ誘導することを検討された

い 。

販売業者には過剰包装の抑制や食品残さの対策として、リターナブル (リ

ユース)商品の拡大、食品残さの抑制のためのバラ売 り品目の拡大等、

減量に向けた取組を積極的に取 り入れるよう働きかけることが重要であ

る。

①使用済み小型家電の回収体制の充実や古着・古布の回収体制の構築等、

資源化促進事業の充実を検討していくことが必要である。

① ごみ減量や資源化の取組は、住民意識の問題が根底にあるため、対象者

を絞った意識改革をどのように図るべきかを検討されたい。

提 言  3 事 業 系 ごみ 適 正 処 理 対 策 へ の 取 組

(1)現状と課題

東京都から23区へ清掃事業の移管があった直後の平成 13年度と平成

25年度の 28区の持ち込みごみ量を比較すると、減少率は 17.2%で ある

が、同時期の目黒区の事業系廃棄物処理手数料が 46.4%も減少してお り、

減少額は約 1億円にも上る。このことから有料 ごみ処理券を貼付 しない

事業系ごみが、家庭ごみとして排出されている可能性が伺える。

図 10 ごみ量と事業系有料ごみ手数料の推移 (平成 13年度比 )

23区 持込ごみ量 (13年 度比)

~区
収集資源十ごみ量(13年 度比 )

―
 収入額 (13年 度比)
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13年度から19年度までは、区の収集に排出している事業系一般廃棄物量が把握できなかった

ため、 23区 の持込みごみ量及び日黒区の資源とごみ量の推移を 13年度比で示した。

平成 20年度、平成 25年度に収入額が増加したのは、手数料改定によるものである。

平成 26年度に目黒区が実施 したごみに関する調査報告書によると、有

料ごみ処理券の未貼付率は 44%あ り、貼付 しているが金額不足を加えると

69%に達し、処理手数料の減少率と相関している。

図 11事業系有料ごみ処理券の貼付状況

※「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書(平成27年 3月 )」 (17頁 )よ り

また、事業系ごみを家庭ごみとして排出することは、適正に排出して

いる事業者への不公平感を助長し、廃棄物処理行政への信頼 を損ねるこ

とに繋がるものである。                    、

(2)牙リンピック・パラリンピック大会に向けた東京都の動向

東京都は 2020年のオリンピック・パラリンピック大会を契機に、東京

の資源循環・廃棄物処理を一層持続可能なものへと発展させ、次世代に

残 していくために、事業系ごみ (一般廃棄物・産業廃棄物)の リサイク

ルを推進していくとし、 23区 を含めた検討組織を立ち上げている。

(3)今後の取組

○大規模事業者のごみ減量、リサイクル対策はかな り成果を挙げてきて

いるが、中・小規模事業者は、経済的理由等でごみ減量・ リサイクル

ヘの取組が難 しいため、現状を把握 し、取組みやすい方策 を検討され

たい。

①適正処理事業者の不公平感を解消するための排出指導を強化するとと

もに、事業系ごみを家庭ごみの集積所で回収 しないことや、優良事業

者に対するインセンティブの導入、事業者の士気高揚のための表彰制

度の導入等の方策なども検討されたい。

○排出指導に係る行政経費を削減するために、過去に不適正な処理がな
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く、今後の排出処理に関する誓約書を提出した事業者は、優良事業者

として排出指導事業者から除外することも検討されたい。

①オ リンピック・パラリンピック大会を契機に、目黒区は東京都や他の

22区 との連携によって、事業系ごみの資源化を推進 していくための

施策を構築することが望まれる。

提 言  4 『 め ぐろ買 しヽ物 ル ール 』 の 発 展 的 な 取組

(1)現状と課題

「めく
ヾ
ろ買い物ルール」については、「買い物ルール川柳」や 「長持ち

コンテス ト」、また継続的な地域のイベント等での積極的な普及活動によ

って一般家庭や個人には、ある一定の広が りや成果を上げてきた。

しかしながら、現行の目黒区一般廃棄物処理基本計画において、認知

度を平成 23年度までに 50%に引き上げることを目標としていたが「めぐ

ろの環境 (環境報告書 )」 によると、認知度は、平成 26年度調査で 31.1%

に止まっている。

今後、認知度の向上とルールの浸透を図つていくためには、「めぐろ買

い物ルールを広める会 (以下 「広める会」という。)」 と目黒区の連携に

よる普及啓発に止まらず、エコライフめく
や
ろ推進協会、町会・ 自治会、

事業所、商店街といった地域組織や 自主活動団体が一丸となって取組む

仕組みを検討 し、合わせて地域活動団体等の活動支援を考慮すべきであ

る。

また、平成 26年度に目黒区が実施 したごみに関する調査報告書による

と、「めぐろ買い物ルール」を知 らない事業者が 82,7%に上っている。

このことか ら、事業者への認知度向上と商店街組織などを活用 した買

い物ルール参加店の拡大も重要な課題である。
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図表 1めぐろ買い物ルールの認知 図表 2めぐろ買い物ルール参加店の認知

※「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書(平 成27年 3月 )」 (117頁 )よ り

(2)今後の取組

○ 目黒区は広める会との協働により、地域社会を構成 している事業所・商

店街等の団体や区内にあ|る リサイクルショップ等に対 して、めく
ヾ
ろ買い

物ルールヘの参加を促すとともに、参加店のPRに 目黒区が関与するな

ど、めぐろ買い物ルールヘの参加にインセンティブが働 く方策を検討さ

れたい。

○ 目黒区にゆか りのある著名人を起用する等、マスコミを活用 したアピー

ル方法も検討されたい。

①事業者への活動の輪を広げるとともに、社会状況の変化に対応するため

の新たなルールの必要性について検討をされたい。

① 「広める会」は、めく
ヾ
ろ買い物ルールの面的な広が りを進めるために、

ごみの減量や循環利用に係る地域活動団体のア ドバイザー的な役割も

果たしていくことが期待される。

提言  5 全ての世代への環境学習・ 普及啓発の取組

(1)現状と課題

高度経済成長時の物質的な豊かさの裏に大量生産、大量消費がもたら

した環境への負荷の大きさは計り知れないものがある。目黒区はリサイク

ル推進都市宣言区としてリサイクル事業を拡大しつつ、環境学習や普及啓

発として、次世代を担う子供たちが、幼児期から実践的に環境問題を学ベ

る場の提供や、家庭でできる具体的な環境への取組を普及し、一定の成果

を上げてきた。今後は「リサイクル (再生使用)」 より優先順位の高い2

R「 リデュース (発生抑制)・ リユース (再使用)」 を積極的に進める施策

の普及啓発が求められるところである。
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(2)今後の取組

○事業者や区民自身が講師として活動できる方策を検討し、環境負荷の低

減に向けた活動をより広めることが期待されるところである。

①経済活動の中核を担っている事業者や商店街等の特性を踏まえた環境

学習や全ての世代に向けた環境学習など、年齢に拘らず誰もが学びたく

なる場の提供へと発展させていく工夫が望まれるところである。

①エコライフめぐろ推進協会との連携により、環境について学ぶ場の充実

を図ることが重要である。

①「広める会」には、豊富な経験と知識を生かし、時代や世代に応じた環

境学習や普及啓発活動の一端を担うことが期待される。

提言  6 23区 清掃事業の仕組み と役書」

(1)現状と課題

特別区の廃棄物処理は、 23区が収集・運搬の役割を担い、清掃一組

が中間処理 (清掃工場の管理運営)を行い、最終処分を東京都に委託 し

て行 う三層構造になっている。

この 23区、清掃一組、東京都の清掃事業の仕組み・組織・職務を知

っている区民はほとんどいないのが現状である。また、プラステック製

容器包装の資源回収においては、 23区 でも実施区と未実施区が約半数

ずつとなっている。この状況は廃棄物か らリサイクルヘの取組とその費

用負担が収集・運搬の役割を持つ 23区に委ね られ、分別の実施は各区

の判断に委ね られていることの帰結である。

区民か らは、清掃工場所在区である目黒区では資源として回収されて

いるプラステック製容器包装が、他区では燃えるごみとして焼却されて

いることに対 して、環境負荷の増大への抵抗感や分別が異なる制度への

不満や不公平感、さらに区内で発生 しているごみ量よ り多くめ ごみ量が

目黒清掃工場で焼却されていることに対する不公平感も意見として寄せ

られているところである。

(2)今後の取組

○プラステック製容器包装の回収など、ごみの排出抑制に取組んでいる

区に対する財政的インセンティブの導入や区民の不公平感の解消のた

め、東京都、他の 22区、清掃一組へ働きかけるとともに、三層構造

での意思決定プロセスの一層の透明化に向けた関係機関との調整に率

先して取組むことが期待されるところである。

①容器包装 リサイクル法において、市区町村の役割とされるプラステッ

ク製容器包装の収集・選別・保管等に係る経費負担の範囲を見直し、
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拡大生産者責任のもと事業者も市区町村と協働して一定の責任と負担

を担うことを積極的に国に働きかけることが期待されるところである。

○東京都のオリンピック・パラリンピック大会を契機とした事業系ごみ

の資源化推進に向けた検討において、日黒区が率先して 23区の分別

基準を見直す提案をするなど、区民の不満や不公平感の改善に努める

姿勢が必要である。

○目黒清掃工場は、平成 29年度から平成 34年度まで建替工事を予定し

ており、工事期間中も、区民の安全・安心、環境負荷の低減を図るこ

とを清掃一組に求めていく。

①東京都、 23区、清掃一組による協議の場を設けて、廃棄物の減量や

資源化に向けた施策の方向性を検討していく体制を構築することが期

待される。

提言 7 家庭ごみの有料化に向けた取組

(1)現状と課題

家庭ごみの有料化は、ごみ減量や リサイクルが推進されること、減量

する人としない人の負担の公平が解消されること、ごみ問題に対する意

識の向上が図られること等の理由で、全市町村のうち約 6割の自治体が

導入している。

23区においても家庭 ごみの有料化は以前か ら重要課題となってお り、

平成 19年 に改定 した現行計画においても、重点施策として 「家庭 ごみ有

料化の検討」を挙げていたところである。

有料化が難 しい要因としては、ごみの中間処理が 23区共同処理であ

ること、隣接区か らの越境ごみの問題や不法投棄対策、個別収集による

収集運搬費の増加など様々な課題があり、解決には 23区の理解 と協調

が必要となる。

(2)今後の取組

○他区や清掃一組との協議の場を設けて、課題を共有化 し、課題解決に

向けた検討を目黒区が主導 していくことが期待されている。

○戸別収集体制が、家庭 ごみの有料化に伴う行政サービスになり得るか

どうかの検討を加えておく必要がある。

提言 8 水銀ごみの適正処理に向けた取組

(1)現状と課題

2013年 1月 にジュネーブ (ス イス)で開催 された国連環境計画 による

政府間交渉委員会 にお いて 「水銀に関す る水俣条約」が合意 され、国に



おいては批准に向けた準備が進め られている。今後、国による水銀を使

用 した製品と輸出入に関するさまざまな規制が行われることになるが、

中央環境審議会専門委員会の答申 (案)に よると、廃棄物処理法におい

ては、金属水銀等の処理基準を設定する必要があるとしている。今後は、

東京都、清掃一組において、一般廃棄物の水銀含有製品 (蛍光管、水銀

体温計など)の処理方法について、何 らかの規制がかかることが想定さ

れている。

(2)今後の取組

○水銀による環境汚染の防止や区民の安全で安心、清掃作業員の良好な

労働環境の確保に向けた方策 として、水銀が含まれている蛍光管等の

分別収集、資源化について、喫緊の課題として取組むべきである。

提言 9 災書ごみにつしヽて

(1)現状と課題

東 日本大震災では、13道県にわた り災害廃棄物約 2,000万 トン、津波

堆積物約 11,000万 トンが発生し、災害廃棄物の処理や再生利用に関して、

様々な教訓が示されている。

最近では、平成 25年 10月 に、伊豆大島への台風上陸に伴 う土砂災害

により大量のがれきが発生し、 23区 内の清掃工場で受け入れ処理を行

ったことは記憶に新 しいところである。

今後、高い確率で起 こるとされている首都直下地震に対 しては、建築

物の倒壊防止策など予防的対応に加え、発生する災害ごみ、 し尿を適正

かつ迅速に処理するための体制づくりを進める必要がある。

(2)今後の取組

○ 目黒区の地域防災計画を踏まえつつ、災害廃棄物処理計画の作成に必

要となる基準を検討するとともに、23区、清掃一組、東京都、清掃事

業者の役割を明確化 し、連携のための仕組を整備する必要がある。

6 おわりに

23区内で発生する一般廃棄物の処理残さや下水汚泥など都市施設廃棄

物、都内の中小企業が排出する産業廃棄物の埋立処分は、東京都が設置・管

理 している中央防波堤外側埋立処分場と新海面処分場で行っている。これ ら

の埋立処分場は、23区の最終処分場として、残余年数 50年 とされてお り、

廃棄物の減量とリサイクルによって、次世代のために最終処分場の延命化を

図ることが重要である。

廃棄物問題の解決には、生産か ら流通・消費・廃棄の過程に関わる、事業
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者、区民、行政が、それぞれ主体的にかつ連携 して取組むことが必要であり、

その取組を実効性あるものとするためには、人々の意識の醸成も重要なポイ

ントである。

今回 9つ の提言を行ったが、区として独 自に解決できるものと、23区共

同で取組むべきものが含まれている。区においては、「快適で誇 りのもてる

循環型のまちめぐろ」の実現を引き続き目指 して計画改定に反映させるとと

もに、東京都、他の 22区、清掃一組への働きかけを積極的に行 うことを期

待する。           ・

また、目黒区の基本構想では、「環境と共生するまちづくり」 を掲げてい

る。平成 24年 3月 に改定された目黒区環境基本計画は、「地域と地球の環境

をはく
｀
くむまち―めく

｀
ろからの挑戦―」を目指すべき環境像に掲げ、温室効

果ガス排出量の削減やエネルギー消費の抑制等、低炭素社会づくりを推進す

ることとしている。

低炭素社会づくりへの取組については、清掃 リサイクル事業とも密接に関

係することから、事業推進に当たっては、区の地球温暖化対策事業と連携し

て進めていくよう要望する。              ｀

良好な地球環境を次世代に引き継く
｀
とともに、次の世紀においても目黒区

が快適で誇 りのもてる循環型のまちでありたい。今回の提言は、その実現に

向けた小さな一歩ではある。しかし、2100年 を視野に入れた時、大きな

可能性を持った重要な一歩でもあると考える。

上以
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目 環 り 第 608号

平 成 26年 7月 16日

目黒区廃棄物滅量等推進審議会会長

安 井  至 様

目 黒 区 長  青 木 英 二

目黒区一般廃棄物処理基本計画の改定について (諮問)

目黒区一般廃棄物処理基本計画改定について、目黒区廃棄物減量等推進審議

会条例第 2条の規定に基づき、諮問します。



諮問の趣旨について

目黒区一般廃棄物処理基本計画は、「ごみの発生抑制と積極的な啓発」、「徹底した資

源の有効利用」、「ごみの安全かつ適正処理」を基本方針として、平成 19年 3月 に改定

し、今日に至っております。この間、重点施策であるプラステック製容器包装類の分別

回収の実施をはじめ、町会による古紙回収の一元化、めく
｀
ろ買い物ルールの普及など、

区民や事業者との協働によって、ごみの減量と資源回収量の増加に成果を挙げてまいり

ました。

しかしながら、現行計画が改定されて 7年が経過し、重点施策が一定程度、達成され

るなかで、ごみの減量に陰りがみられております。また、資源回収量においても23区

で トップクラスを維持しているものの、停滞感がみられる状況です。  
｀

一方、国においては、平成 25年 5月 、第二次循環型社会推進基本計画が閣議決定され、

循環型社会の形成に向けた基本的な方向性として、 2R(リ デュース・リユース)力 推ゞ

進できる社会経済システムの構築や使用済み裂醍|か ら微量でありながら貴重な資源を回

収するといったリサイクルの質にも着目した施鎌|の 推準が示されております。また、容

器包装リサイクル法や食品リサイクル法の改正議論も終盤を迎えているとのことです。

このような状況を踏まえ、目黒区は区民や事業1者 との協働によって、 23区の先駆け

としてリサイクル推進都市を宣言した経緯を踏まえ、今後もごみの減量や資源回収の推

進を図り、最終処分場の延命化に止まらず、地球環境保護にも通じる施策が重要である

と考えております。

つきましては、廃プラステックの資源化やサーマルリサイクルをはじめとする現行計

画の評価をいただくと共に、区民意識や地域特性に合った環境と共生するまちづくりを

推進するうえで、目黒区の清掃・リサイクル事業のあるべき姿について審議していただ

きたく、ここに諮問いたします。

上以



審議経過

26年度 審議会

第 1回

7月 16日

諮問 「目黒区一般廃棄物処理基本計画の改定について」

平成26年度の目黒区一般廃実物処理基本計画改定の進め方について

目黒区のごみ '資源の現状と課題について

ごみ組成調査について

目黒清掃工場整備事業について

リサイクル関連施設の見直しについて

小委員会

第1回

8月 20日

[事業系ごみ専門部会第可回]

口廃実物をめぐる動向と課題について
コ「めく

ヾ
ろ買い物ルール」の現状と課題について

'ごみ有料化の現状と課題について
口環境学習の課題について
B使用済み小型家電回収の現状と課題について
8拠点回収について
B区 民アンケート等調査結果暫

!定
版について

小委員会

第2回

9月 3日

[家庭ごみ専門部会第 1回 ]

口廃実物をめぐる動向と課題について
,事業系ごみの現状と課題について
口「めぐろ買い物ルール」をめぐる事業者の課題について
日事業者への排出指導について

・環境学習の課題について
,使 用済み小型家電回収の現状と課題について
。拠点回収について
日目黒区ごみと資源に関するアンケート調査について

審議会

第2回

10月 20日

平成25年度目黒区のごみ量と資源回収量について

各専門部会での検討状況について

目黒清掃工場建替事業に伴う環境影響評価手続きについて

目黒区ごみ計量調査及び組成分析調査結果概要 (暫定版 )

小委員会

第3回

11月 10日

[事業系ごみ専門部会第2回 ]

ロロ黒区廃棄物減量等推進審議会答申に向けた項目整理について
B「 廃棄物をめぐる動向と課題について 1資料の訂正について

小委員会

第4回

11月 10国

[家庭ごみ専門部会第2回 ]

ロロ黒区廃棄物減量等推進審議会答申に向けた項目整理について
口「廃棄物をめぐる動向と課題について」資料の訂正について

審議会

第3回

1月 29日

目黒区一般廃棄物処理基本計画の改定に係る審議会答申骨子 (実 )について

平成27年度使用済み小型家電回収事業の取り組みについて (案 )

目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書 (案 )について

プラステツク製容器包装及びPETボ トル分別基準適合物の品質調査結果について

古紙持ち去り行為撲減対策にかかる覚書の締結について
審議会

第4回
3月 20日

・目黒区廃棄物減量等推進審議会答申(案 )について

27年度 審議会
第 1回
6月 3日

・区長への答申提出について

※清掃リサイクル課資料
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目黒区のごみ量と資源回収墨
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単位 i t

品目/形態 Hl H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

ごみ

区収集
ごみ

可燃ごみ
47801 47,323 4620〔 4797召 50217 49157 49760 49,63 4980〔

-10'` 38材 47,t -03,|

不燃ごみ
1500〔 15004 13457 7389 2849 266[

103, 614比 12坊 25,t -47, …29

粗大ごみ
205〔 1924 i 199〔 2011 2087 2268 243[ 2561

50'

合計
64866 64251 61642 57361 5507フ 54148G 54778 54,68[ 54.93e

-09党 -69, -40,i 11 -02'

H17年度比削減率 -09, -50,t 116, 160% -156' 157ウ

ごみ 肖‖減
=(%)

資源 古 袖

(新 聞・雑誌
類・段ボー
ル)

集 団回収 10236 1062〔 10625 1025を 10421 11 11 1381 1391

分別 回収 5976 607て 5018 488[ 4552 318G 189〔

小計 16212 16701 15644 1513[ 1497〔 14298 14 nRF 1422[ 141201

-63,t -32, -lIラ -45, -15,

ペットボトル 分男J回 収 9

拠点回収

小言十 7 1046 102[

245, 264% 762, 149, -20坊

プラステック製
容幸包装

分別回収 1391 1953 1898 180C 173〔

5223財 548, -92, -48,i

びん 分別回収 230C 2232 238 2599 286〔 2924 2984 303て a071

103'

缶

(ア ルミ缶/ス

テール缶 )

集団回収 3 2 1

分別回収 57〔 886

小 計 579 17 89〔 88〔 864

67, 248'古 163坊 -03, -08'

古布類 集団回収 1 17 22 11

拠点回収 1

小 計 9 11

-61 9, 659, -609' 00, 222

紙パック 集団回収 3 2 1

拠点回収 1ヽ 9 9 9 7 7

小 計 1 1

162, -74, 182, 11 1,

乾電池 拠点回収 1 1 1 6

213' -105,

合計
19348 19849 19251 20558 2181C 2103C 20937 2099E 20948

26財 -36' -04't 03' -02,

ごみ・資源の総合計
84214 8410C 8089g 77919 76387 7551 7571 7568C 75,881

-01財 ―RR, -13臥 03't 00, 03,

リサ イウル 差 (0/6) 236 284 279 277 277
人  口 (人 ) 256138 259403 26022Z 260862 2013 262674 264113 267667

区民 1 当りのごみ量  lFr/人・日 ) 570 567

区民 1人 当りの資源量  化/人 日ヽ ) 207 20Z 22C 21

区民 1人 当りの ごみ・資源 畳 (宮/人 日 ) 777

※ 各欄の下段言F分 は対前年度の増滅比率 (%)。 なお、回収量等は単位未満を四捨五入して整数で表示しているため、増減比率 (0/o)が 表記どおり
の計算結果と一致しないこともある。

※ 人口は、23年まで住民基本台帳人口は10月 1日 、外国人登録は12月 31日 現在の数字で記載している。24年 8月 以降は外国人の方もあわせ
て統計をとるようになったため、10月 1日 現在で統一している。

※ 許可業者によって直接搬入される事業系一般廃棄物などの持込ごみは、この集計から除外している。

※ リサイクル率=
資源(集 団回収量十分別回収量十拠点回収量 )

ごみ (区収集ごみ量)十 資源 (集 団回収量十分別回収量十拠点回収量)

X100

※ 平成18年 7月 からびん,缶・ペットボトルの3品 目、19年 10局 からびん・缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装の4品 目の分別回収モデル事業
を開始し、20年 10月 からは区内全域で本格実施した。

※ 平成25年 12月 エコまつりめぐろにて使用済み小型家電のイベント回収を実施し120 25kg回 収した。

6

※清掃リサイクル課資料



目黒区の清掃・ リサイクル経費

i                   480′ 000  1 ‐

460′ 000 1  争七

i    ヽ
440′0001- 氏 十

:        ヽ
420′ 000

400′ 000

380,000

な'4…清掃・リサイクル経費(万円)

判mち草直
1経:繍1縮1器清掃・リサイクル経費(万円)i463,7321

区民打人あたりの経費負担額

※清掃リサイクル課資料

18′ 000

17′ 500

17′ 000

16′ 500

16′ 000

15′ 500

15′ 000

14′ 500

14,000

13′ 500

豆中】区民1人あたり(円 )

23年 度 24年 1章 25年 度  i21年 度  | 22年 度  |

16,026  1 15,487 15″ 168 1 14′ 936 1

※清掃リサイクル課資料

資源回収費 (リ サイクル費用 )

122′ 000 4～ 一ヽ ヤ々ー ムヤー‐ヤヤヤ～一,―――一……″チヽ ‐一―や… 一ヽヽ 夕″～ヤ本ゥ,… vャ ーー

盤
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=:玉

tエ エ エ I____十

一 一 ―

___

虹抑01… … 1と
、 まR  ― ―  ―

114,000 
Ⅲ

…… 一
い ^ い い わ … … … ヽ 一 一 ―  十 一

… …… … … い ヽお 〔 ― 一 ヽあ ―一
方 ヤ ヽ ｀ … … … … 一 ヽ ヽ 革 ^ …… … …

ヽ

酬

=王

工 止 I主主 とヽ と工王 エ エ
108′000十一―――――一――……―――……` |おょ革覇、下~~
106′ 000  i   ―                   ‐
104′ 000 1……――――ヽ ヤヽ一―▼    ―――  ヽ‐ヤー……,一 ――一―一ネーヽ 一―‐―ヽ一――ムーー～ヽ―

102′ 000  1        -       ―     … ―   ―   ―

100,000  :   ‐ = "f   :‐    r  i   l ‐        ■   ‐ ~`    ,      ~   |

銃
=縦

■縮■線子
=1簡

|

"iマⅢ資源回収費 (万 円)

※清掃リサイクル課資料



東京都が設置と管理する最終処分場の埋立時期と埋立量

※資料提供 :「 東京二十三区清掃一部事務組合」イ C東京都」



目黒区の人□

275′ 000

270′ 000

265′000

260′ 000

255′000

250′ 000

245′ 000

240′000                ‐                       ―          ゃ     _

235′000          V !     ―   ″1     , V              ヤ     ーー

メ、 16   17   18   19   20   21   22   23   24   25   26

(年 )

※清掃リサイクル課資料

目黒区の人□

伴い、平成24年 以降の値は外国人住民を含んだものとしている。
※清掃リサイクル課資料

調査 ことに

住民登録・住 民記奪

年 次
総 数
(人 )

男

(人 )

女

(人 )

世帯数
(世帯 )

1世帯

当たり
r人 /‖岩ヽ

16 246,747 116,281 1301466 133,308 1.9
ワ
ｒ 248,105 116,689 131,416 135、 051 18

18 251,411 118、412 132、 999 137,548 1,8

19 252,329 118,611 133,718 138.981 Ｏ
Ｏ

20 253,240 1181900 134、 340 140、 136 1.8
９

り 253,195 118,687 134、 508 140,295 1.8
ワ
０

つ
る 254,507 119,373 135、 134 1411030 1.8

つ
０

９
つ 255,305 119,828 135,477 141.629 1.8

24 264、 113 124,502 139,611 146,946 18
25 267,667 126、 165 1411502 149,089

Ｏ
Ｏ

26 269,406 127,048 142,358 1501066 1.8

時点は、各年 0月 1日 現在。なお、平成24年 7月 9日 に 民基本合帳法が改正された



住民異動 (目 黒区 )

住民基本台帳による(各年 1～ 12月 )。 平成24年 7月 8日 外国人登
録法廃止により、平成24年 7月 9日 以、降は外国人住民を含む。

住民基本台帳に記載・消除した日を以つて集計。ただし、予定で
の転出届については転出届に記載のある「転出予定日」を以つて

件数に含む。

出生・ 死亡 (目 黒区 )

※清掃リサイクル課資料
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※清掃リサイクル課資料

昼 間・夜 間人 口の推移 (目 具区) (単位 :人 )

平成22年の夜問人口・昼間人口は年齢不詳者及び15歳未満の就業者を含む。
「国勢調査」による。ただし、平成22年の残留人口は、夜間人口から流出人口を差し引き算出した。

年次 夜間人 口 昼間人 口 流入人 口 流出人 口 残留人口
日召示日

平成

年６ ０

２

７

‐ ２

‐ ７

２ ２

268,931

247,036

241,676

239,489

248,749

268‐ 330

265,786

267,23t5

269,947

267,322

271,320

293.382

111,010

128,757

131,775

124,430

112,535

102,603

114,155

108,558

103,504

96,597

89,964

77,552

154,776

138,478

138,172

142,892

158,785

190,778

10

※目黒区「区勢要覧」より抜粋



族類型別割合
目黒区 )

単独

世帯

464%

非親族_ニエと主
世 帯

25%

※平成22年国勢調査による。

6,873 ノか`

3,619 ノ、)

3,254 メ、)

1,554
1,447
734
503
317
238
231

表記 につ いて は 、法 務省 が定 めた 国 名 表 示 に よ る (

世帯の家

＜

105カ 国 )

(男

(芳て

中国 (台湾 を含 む )

韓 国 又 は 朝 鮮

米     国
フ ィ リ ピ ン

英     国

ネ パ ー タレ

フ ラ ン ス

ス リラン カ   25
メ キ シ ヨ   24
オ ラ ン ダ  22
ポ ー ランド  22
アルゼンチ ン  17
フィンランド  16
イ ラ ン   16
そ  の  イ也  279
無 国 籍   2

外国人住 民数  (目 黒区)

オーストラリア 159
インドネシア  159
ド イ ツ  143
タ   イ  122
イ ン  ド  120
カ ナ  ダ  116
イ タ リ ア  81
ベ トナ ム    58
マレー シア   53
ロ ラ/ ア   48

スウェーデン  48
ニュージーランド 45
ブ ラ ジ ル    43
ミャンマ ー   43
シンガポール  43
テス マペ 打

″ レ/    38
ス  イ  ス    28
アイルランド  27
どをう/コ ル   26
/く キスタン   26

※目黒区「区勢要覧」より抜粋

平 成 2 たFl 月 1日 民基 本 帳 によ る。



概要 グラフ 住民基本吉帳ベース

目黒区の人口=世帯数の予演1

全キ鈴人 El

(人 )

3001000

290,000

280,000

2フ 0,000

250,000

2501000

240,000

230,000

220,000

全年齢人口および世帯数

‐  1世 帯装 ―◆―全年断人 El

24130S

世帯数

(世帯 )

200′ 000

190′ 000

180,000

170,000

160,00o

150′ 000

140′ 00o

130′ 000

120,00o

十
~~X~~予

キや●ネヽ`rャ .、一 Ⅲ
…1ド

平`` ヤ` =「
i章事・ |

ぷC22

200′ 000

150′ 000

10Cl,000

50,000

年齢階盾別 (3区分 )人 口

口年少人口(0～ 14忘 )   口生産年齢人口 (15～ G4歳 )   口高断看人口(65歳 以上 )

H42 H47

|1  24109卓 帥  姫  邸 4W" 理

"飾
な
…

品
"…

ⅢЯ
…

秘どィ…畳去缶L和f印申馬蔵と1,キ叫々 .A花克五けゃ抑勢.1立崩比中…抑 if_rfA・タ

12

H12 Hlフ H22 H27

※霞黒区ホームページ「雷黒区の人口=世帯敦の予浸!」 より抜粋



概要 グラフ 住民基本台帳ベーヌ

年齢階層別 (5区分 )人 口

中●一 年少人口(0～ 14歳)  
一

生産年齢人口(15～ 64歳)一号― 百鈴宕人口(65歳以上)

。‐●‐‐就学前人口(0～ 5歳)  +75歳 以上人口(人 )

2001000

担 0′ DD0

180′ 030

170′ OЭ 0

160,990

150,000

14,OD0

70′ 00D

60′ 00D

50,003

/」0,00D

30′00D

20′00D

10,000

0

受」【【・・一̈一・・＋”・【【い卜“【ヽす・い・ヤ”ヽ“！】””【【一一”・，中・ヽ”・「・・い【・ヽ・・・・ヽ・・̈・“・

〓‥‥̈
現ヽ…耳ｆｉ・‥脱・

‥‥すＩｉ的中一・…・̈・̈”

…ヽ………車〓】卓

見
‐‐口

'。 青芳
‐‐~‐ ‐

亀
‐‐‐‐‐

i驚
‐‐‐‐‐

iす

。‐‐‐
1島

口‐‐‐‐
堪財・・

‐‐‐‐雷

(%)

800

700

600

500

400

300

200

100

00

年齢階層別 (5区 分)人 口比率

一
年少人口(0～ 14歳 )   _生 産年齢人口 (15～ 64歳 )一 高齢看人口(65歳以上 )

o‐ ‐就学前人口(0～ 靖 )   -75歳 以上人口

H12       H17       H22

X桐戎比の内訳は、/!洩点第 2位以下の表示の関係で、

H27        H32        H37        H42        H47

合計は必ずしも100°/。にはならなし、

※喜黒区ホームページ「霞黒区の人口t世章教の予浸1」 より技粋

13



目黒区内の建物用途別の棟数

都及び区市町村において保管している固定資産課税台帳に登録されている家屋で法定免税点未満の
家屋も含む。ただし,非課税家屋を除く。

(1)住 宅 tアパート 各年 1月 1日 現在

専用住宅ロアパート
49′500

1            49′ 000 1ヽ
ヤヽ Aヽ ヽ本

… … …
ヽ 一 ヤ ‐ヽ

―
い

… … …
ヽ

“ … …
AVヽ い ヽ

一
ふ ヽ 車 Ⅲ

一
ヽ 卜 ヽ  

一
ヽ

|:!)】 :1lfド モ

41V

:::::=貫I苫貫
=玉

I漱意 :i

密繋:ぷせ盤鷲主主縦:抑ウ叫

鞘事戦騒縮裾純1雛1紡
il鮪|※斎ゥ印

併用住宅

Ⅲ

… …
■・

号群 注ギ 京 票 ,!五五】 せ 】iFT~・
~… …… …… ~ヽ 一 ～・ ヽ‐ ― …ヽ …… … …… …… 一 キ ヤ

ー
や

(2)併用住宅 各年 1月 1日 現在

4′ 000

3′ 500

3′ 000

2′ 500

2′ 000

1フ 500

1′ 000

500

0

争費Rよ 1ヱ7, :vi=守 ャ

t

i範|…哲『料封

ネⅢ市平併用住宅

各年 1月 1日 現在

23年 24年

1併用住宅 1 2′ 920

(2)事務所・店舗等

4′ 000

3,500

3′ 000

2,500

事務所口店舗等

21年 22年 i23年 24年 25年

2′ 803 1 2′ 770

1  2′ 853 1′ 687

2,000  t

l,500  1

1′ 000  i

500 1

0  1

事務所・店舗等

※清掃リサイクル課資料2′ 874 2′ 840
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2′ 746



7,273

事業所数

(力 所 )

7,000

6,000

5,000

4】 000

3,000

21000

1,000

0

2,083

不動産業

寸/

産業副事業所数 (目 黒区 )

|｀

卸・小売業

サービネ業

W31/ 世
浮TT…

…H~………・―__、～、賀:上
製造業

|

▽

1,842

4,036

3)767

-ミ望募/メト…
~を、̀ヽ

ャ、、
～、
ギ

47

運輸・通信業

・―キー土l=

※平成 13年～平成 18年は日本標準産業分顎第 11回改定(H14年 3月 )により、平成 21年及び平成 24

年は、日本標準産業分類第 12回改定により分類した。

卸・小売業 →卸売業、小売業、宿泊業、飲食サービス業
サービス業 →学術研究、専門・技術サービス業、生活関連サービス業、娯楽業、教育、学習支援

業、医療、福祉、複合サービス事業、サービス業、公務 (平 成 24年 は公務を除く)

製造業 →製造業    不動産業   →不動産業、物品賃貸業

建築業 →建設業    運輸・通信業 →情報通信業、運輸業・郵便業

平成 18年以前は「事業所。企業統計調査報告」、平成 21年 は「経済センサスー基礎調査」、平成 24年は「経

済センナス 7舌動調査」による。

15

産業別事業所数 (目 黒区 )

日召禾日61 平成3 8 16 18 21 24

7、 273 6、 617 6.144 5 757 5384 5465 5,126 41540

―ビス 3、 673 3、 913 3、 881 3598 3294 3767 41036 31447

2、 083 1842 1402 900 799

1 382 1,265 11276 1,324 1、 455 1 295

843 782 655 632 604

輸・通信 398 335 444

※目黒区「区勢要覧」より抜粋



目黒区内の事業所における従業員数の督」含

1～ 4人 5～ 9人
10人～

19夕代

20人～

29ノ(

30人～

99メ、

100ノ(

以 上
無回答 合 計

目黒区全体 58.3% 20.8% 11,7% 3.7% 4.2% 1.4% 100.0%

※平成 24年経済センサスー活動兼査より

16



ごみ量と事業系有料ごみ手数料の推移(13

寿
23区持込ごみ量 (13年 度比)

―
区収集資源十ごみ量(13年度比〉

中0-収 入額 (13年度比)

年度比)

※

※清掃リサイクル課資料

13年度か ら 19年度 までは、区の収集 に排 出 している事業系一般廃棄物量が把握 できなかった

ため、23区 の持込み ごみ量及び 目黒 区の資源 とごみ量の推移 を 13年度比で示 した。

平成 20年度、平成 25年度 に収入額が増加 したのは、手数料改定 によるものである。

17



目黒区内の区収集 ごみ量と事業系 ごみ量

60′00000

55′ 000,00

50,00000

45,00000

40′ 00000

35′00000

30′ 00000

25′ 000.00

20′00000

15′ 00000

10′00000

享★4“や区収集ごみ量 (トン)

選ヽ寸ヽ事業系ごみ量 (ト ン
)

品 朴 荘 卜 ↓悪

苫
躍 出 世 単 猟

報 ユ
総 や ↓ ミ 韓

ベ ト
ホ テド ル Vぶ▼郎

ど静
報 い い ヽ

式 【 "十

20年度 121年度 i
22年度 123年度 !24年度

'25年

度 :

i57′
36■ 00155′ 0カ 161 54,479.75154′ 77839154′ 68817i54,93297!

i21′ 41520119′ 64646

※清掃リサイクル課資料
※事業系ごみ量は、20年度から実績報告書の導入により把握が可能になった。         、
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目黒区内の集積所数

20′ 000

19,000

18′000

17′ 000

16′ 000  1 ウ ‐″ ――ツ ク   ・ ヤー…―‐～V ち……

15フ 000  1ヽ  ヤ
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13′ 000
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10′ 000

、すイ

11,000Ⅲ小…ヽヤ…………ム
:と世・・ ‐々tttFi

9′000:|:rFrす
―
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 !

豊桑姦筆讃桑講寵離瑳寡覇 :覇岳謡婿i鋸鋪1播叢嘉!鋳轟岳馨:

※清掃リサイクル課資料
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品目副の家庭収集 ごみ墨

1生まびん (リ ターナブル)

199!  06't

2301    07,t

1461    04%
71   00,t

i5,   00,|
951    03%

2221    07,t

1031    03%
14i    00,t

215,   07,t
311    01%
181   01%
19:   01,t

285,    09,t

ステック包装 (柔 らかいもの) 1230:    38,t

i繊維 (リ サイクル不可)

燃やすごみ

ゴム・度主 類

2507'    7 25081    73%

12634i   3 12634

5191    1

なべ・フライパン・やかんなど
!スプレー缶等中身無し

燃やさないごみ

陽
一
畝
一
鍋

280,   168,t

218:  130,t

iライタ五【遺火可能性あり】
i医療系廃棄物    _

収集不適物

21    0o%
11    00%

1421    04,t

201'    06,t

16741  1

牛

!拠点回収品 自

54381 167,t

11801   705,t

236381   727% 248301   726't

325311  1

分類名

容器包磐紙類 (包姿紹 )

i雑びん
びん。缶・

ペットボトル i飲食屈ネ和 之缶
!飲食鳥アルミ缶
!ペットボトル

!レジ袋 (中 身あり)

iレジ袋 〔申身なじ】
iペットボトルのふた

iそ の他ボ ルヽ_

|チューブ

!発泡トレI(自)_
i発泡トレイ(柄 )

チロール

資

源

プラスチック
製容器包装

拠点回収

区一般廃

20

けた基礎 報告書」より



世帯人数別、住居形態別の燃やすごみの排出原単位
ヘ

と帯人数
―
:1雫軍【〒戸建住宅

集合住宅

管理人無

革身向け

集合住宅
住商混在

全ての

住居形態

1人 世帯(30歳未満) 505 220 154 246

1人世帯 (30歳 ～64歳 ) 453 238 241 279

1人世帯 (65歳 以上 ) 515 170 393 332 410

2人世帯 370 つ
と 348

3人世帯 379 320 383 214 353

4人 以上世帯 356 472 229 248 333

全ての世帯 333 300 232

※各区分ごとの排出原単位は、区分ごとの平均値で表示している。

※平成27年 3月「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書」より

単位 (g/人 日)
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プラスチック製容器包装の劣剛 (属性刷)
者

合 計

問 7
'ク

製容 岸包装 の 分房」

細か く

分別

代表的

な もの

を分別

燃やす
ごみ

燃や さ

ない ご

み

分別 を

意識 し

た こと
,ま た い

その他 無回答

全 体 525
1∩ 0 0

|!4

47

171

326
52

99
32

6 1

b

10
101   8
91  1.5

年

齢

30歳未満 24

100 0 |兆 i硝

14刊

5

208
11

153

4

167
3

4_2

3

12_5
0

00

0!         0

0i Q!  _9:p
li    0

1,4!   00
30歳 代 72

100.0

92

100 0

95

100.0

2

40歳代 39

424
36

3T9

35

38 0
38

400

i  9
i  C」 i駐

1       10

1  105

5

5.4

8

84

0

00
1

1 1

41        0

431  0_0
2!       0

211  00
50歳 代

60歳 代 C」 9

100,0

54

545
3 6

6

2

20
0

00
3

3.0
70歳以上 139

∩n n
87

626
27

194
9

65 07
0

00
5

3.6

1生

房ピ

男 性 158

100 0

73

462
4r

29 7
1

0

4

25
5

32
女 性 358

100 0
167

466
124

34 6
86

101
18

50 1

6

17

世
帯

人

数

1ノ、 156

100 0
54

346
66

423
13

83
16

103
2

3

3

9

2

3

2人 174
lnn n 島l

46

264
3人 89

∩n ∩ 562 34
1

1

3

3.4

0

00
4人 71

n∩  ∩
3 24

338 11

0

00
1

4

0

00
5人 以上 29

00 0
16

5[i2
8

27 6
2

6 Cl

1

R4
1

R4
1

R4
0

∩  ∩

地

域

地

区

房」

Jヒ 音ほ 96

100 0
41

427
36

37 5
11

115
5

52
2

2 1

1

東 部 96

00 0
45

46_9
32

333
7

73
1

10
2

2 1

3

3 1

中 央 107

00 0
53

49 5
33

80R
7

f3馬

3

2R
2

9

1

0

南 部

0

53

525
241    12

2381  119
r

6.9
1

n

2

ワ∩
2

∩

西 部 113

100 0
5 41

R6 3
0

∩  ∩

2

R fl

住

居

の
種
類

一戸 建 て 215

100 0
118

54(9
,8

27 0
22

102
8

37
3

1_4

3

14
3

14
居住 者 が ごみ 出 しす る共
同件 宅

198

no ∩
73

37 8
19

98
16

R_3
2

0

3

6

管理 人 が ごみ 出 しす る共
同件 字

92

100 0
39

4ラ1 4

33
Rtt Q

10

ln Q
6

氏

0

∩ ∩
31   1

R R!   i l
居住者がごみ出しする店
舘・事務所併設の件宅

11

1000
2

182
01

0.0!

管理人がごみ出しする店
舗・事務所併設の住宅

3

50 0
0

00
1

167
0

00
11 0

16.71 00
その他 2

00 0 500
1

50_0

0

00
0

00
0

00
0 0

00 0,0

居
住

年

数

1年未満 32

00 0
9

28

12

5

5

6

2

63 3

1年以上～ 3年 末満 56

00 0
20

357
16

286
12

4

3年 以上～ 10年未満 94

100 0
86

383
38

404
6

64
8

R馬
0

00
4

4_3

2

2

10年 以上～20年 末満 91

100 0
86

3C)6
39

429
7

77
6

66
1 1

1 1

l

1

20年 以 上 249
in∩  n

144

5'8
66

26 5
22

8思

10

40
1

04
2

08
4

※割合は小数点第 1位 までで表記しているため、合計が 100斉 にならない場合がある。

※平成27年 3月「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書」より
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事業系有料ごみ処理券の貼付 (属性別)

※平成27年 3月「目黒区一般廃実物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書」より

回答者数
岡 4-( 上輩茎≧丞重ぱ み処理券の貼付

こ み 資源

合 計 利用し

ている

利用し i無 回答
ていな i  l
じゝ  li

合 計 利用 し

ている

利用 し

ていな
い

答

　

ヤ

回無
ハ

全体 309

000
21 821   15

51  49
309

100 0 ∬十14酬 11月

業

種

卸・小売業 76

100 0
5

5

4

3

76

100 0

3 321   7
4211  92

宿泊業・飲食サー

ビス業

23

100 0
2

100

0!         0

00:  00
23

100.0
1 101   2

43馬 I  R7
紙 ごみの出るサー

ビス業

48

100 0

154

100,0

2C

542
104

67 S

20i    2
4171  42
421    8

2731  52

48

100 0

154
1∩ ∩ ∩

21

438
57

37 0

14相181
1 

…
6苺

~殉
1 4421 18R

その他

建

物

形
態

単独事業所 45

100 0

36

800
8 1

1 1781 22
45

100 0
18i   3

4001  67
事業所 ビル に入居 37

1∩ ∩ ∩
D

8 1
87

100 0
24

649
11:   2

2971   54
共 同住宅 に入居 (事

業所 のみ )

59
inn ∩

45

76 3
2

34
59

100 0
24

407
301   5

508:  風_馬
戸建住宅 と兼用 111

ln∩  n
65

8_6

401      6
360!   54

111

∩∩ n
33

297
541  24

4861 216
共 同住宅 に入居 (事

業所 と兼用 )

47
0∩ ∩ 6

141   1
2981  21

47

100 0 51

171   6
362i  12R

その他 2

1000
11   0
D!  00

2

1000
0

00
11   1

5001 500

従

業

員

数

1-4人 213

100 0
134 70:    9

291  42
213

1∩ ∩ ∩
76

35 7
1041  83

4881  15 5
5～ 9人 61

100 0
49

80 3
101   2

16 4i   3 8
61

1000
35

57_4
19!   7

31 点  11 5
0人 以上 33

100 0 埜』
33

1000
20

60 6
10i   3

3031  91

延
床

面
積

30正未満 87

100 0
37i   4

425,  46
87

in∩  ∩
24

27 6
44

50 6
19

21 8
30ぷ以上～ 50拭末
満

69

100 0 7

18:   2
11  29

69

100 0

29

420
32

464
8

116
50ぷ以上～ 100ボ未
浦

76

100 0 7

13!   2
11  26

76

100 0

39

513
100ぷ以上 58

100 0
10!   5
72!  86

58

1000
34

586
191   5

328i  86
※割合は小数点第 1位 までで表記 しているため、合計が 100%に な らない場合がある。
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事業者におけるめぐろ買しヽ物ルー‐ルの認矢□度

選 択 月支 Z虫

① 知 って い る 10.フ %
a)矢口らな い 82.7%

無 回 答 6.5%

事業者におけるめぐろ買しヽ物ルール参加店の認矢□度

選 択 月支 害」ヤ針
葡D 矢口っ 百Cし るヽ 6_9%
∈∋ 矢口IЬ た主しヽ %

無 回 答 フ.2%

※平成27年 3月「目黒区一般廃棄物処理基本計画改定に向けた基礎調査報告書」より
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区民が買い物Bき に日頃心がけていること

停J凡

(1)買 い物バッグ

の持参

(2)ばら売りの商

品を選ぷ

(3)詰め替えので

きる商品

(4)食材を買いす

ぎない

(5)料理を残さず

食べる

(6)繰り返し使え

るものを購入

(7)修理して使う

(8)リ サイクルショ

ップを利用

(9)リ サイクル材料

使用商品の購入

(10)使い捨て商品を

貫わない

ン ン 灘ン

柑拐樟ヽミ革ぷfi坊ヽ

354%

13.7%2.5%

13.3%4.6%

21%

荘67%3.0%
10%

ヽ 8

34% 1.7%

|IF O.6%

5,9%

08″そ5%

70%2.9%
丼キ耳Ⅲドギ|1革卓:!:lil卜、十卜|■ドi

59921%

0%  10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数 :525(複 数回答 )

※平成27年 3月「目黒区一般廃棄物処1理基本計画改定に向けた基礎調査報告書Jよ り
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23区の清掃事業における役割分担と連携

!｀

t■

iギ

i・
‐‐

4

i 東京都

ごみの減量 ロリサイクルの推進

ごみ、し尿の収集・運搬

資源の回収・運搬

ごみの中間処理、し尿の下水道投入

新海面 白中防外側処分場でのごみの最終

処分 (23区 コ清掃一組からの委託)   ‐

※東京二十三区清掃一部事務組合のホームページより
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都道府県別の有料化実施状況 (自 治体比車)地図 (2014年 11月 現在 )

く
卜下

県内自治体の有料化実施率

ヨ 90%姥 t上

菱記8携戯主;8挽賓零
! 1400/。 未満

主国市区町村の有料化実施状況 (2014年 11月 琴諒―)

絡 致 有料 化

市 区 813 Ｅ
つ

と
一

町 745 51

11↑」 183

市区町村 1741 Ｑ
０

〔
Ｕ

6500/0

※東洋大学経済学部教授 山谷修作氏ホームページょり

有料化実施率

5570/8

6940/。
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